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成果の概要 / 楊 知明 

 

【目的】 

 肝内胆管癌は予後の不良な悪性腫瘍の１つであり、化学療法に関しては Gemcitabine + 

Cisplatin 療法や S-1 を用いたレジメンが主で、それらに不応となった際の選択肢がほとん

どないのが現状である。一方で近年胆道癌において大規模ゲノム解析が行われ、その遺伝学

的背景が明らかにされると、肝内胆管癌は肝外胆管癌や胆嚢癌とは異なった肝内胆管癌特異

的な遺伝子背景があることがわかってきた。この遺伝子背景の違いをターゲットに分子標的

治療薬が有効となる患者グループを同定することで、肝内胆管癌の化学療法の選択肢を広げ、

予後の改善につながる可能性がある。 

 HER2 は ErbB receptor tyrosine kinase family に属し、胃癌や乳癌では過剰発現症例を

対象に HER2 標的治療が有効とされている。胆道癌全体では 10〜30％に HER2 タンパクの

過剰発現が認められ、予後不良因子であるとの報告もある。しかしこうした研究は胆道癌症

例数の症例数の少なさもあり、胆道癌全体をコホートとしたものが多数であるが、前述のよ

うな部位ごとの遺伝子背景の違いを考慮すると、肝内胆管癌に絞った HER2 の評価が必要

であると考えられる。今回は肝内胆管癌での HER2 発現を評価し、その臨床的意義を評価す

ることとした。 

 

【研究の成果】 



 2009 年 10 月から 2017 年 3 月に当科で手術を施行し肝内胆管癌と診断された 63 例のう

ち、遠隔転移・混合型肝癌・細胆管細胞癌を除く、51 症例について、免疫組織染色を用いて

癌部の HER2 発現を評価した。HER2 の評価には胃癌の criterion を用いたが、HER2 score 

1+の症例が 2 例のみで、HER2 過剰発現症例は認めず、HER2 と肝内胆管癌の長期予後との

関連は認められなかった。以上より、肝内胆管癌での HER2 発現は非常に低く、肝切除後の

予後因子としての影響は限られると考えられた。 

 

【今後の展開】 

 現在解糖系や細胞死に関与する幾つかのタンパクに着目し、肝内胆管癌での発現を評価す

るとともに予後との関連についても解析を進めている。なお今回の HER２に関連した研究

成果は 2021 年 7 月に開催予定の日本消化器外科学会に演題登録を行って発表予定であると

ともに、the Oncologist に letter to the editor として投稿し、accept された。 


